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第
四
四
十
回 

青
葉
会 

令
和
四
年
十
二
月
八
日
（
木
）（
於
：
三
軒
茶
屋
し
ゃ
れ
な
あ
ど
会
議
室
） 

選 
 

者 
 
 

川
口
孤
舟 

 

出
席
者 

 
 
 

今
井
紀
久
男 

柿
﨑
忠
彦 

川
口
孤
舟 

久
米
五
郎
太 

後
藤
と
み
子 

在
間
千
恵 

 

佐
藤
忠
重
（
た
だ
し
げ
） 

豊
田
穣
（
ゆ
た
か
） 

西
澤
國
護 

 

星
田
啓
子 

 

山
田
啓
子
（
け
い
子
） 

投
句
・
選
句 

 

伊
賀
山
そ
ら
お 

熊
谷
國
男
（
く
に
お
） 

小
早
健
介 

朱
牟
田
静
雄
（
恵
洲
） 

高
橋
康
敏 

 
土
谷
堂
哉 

中
川
雅
夫 

長
谷
見
敏
（
び
ん
） 

福
島
正
明 

古
田
昇 

宮
内
規
雄 

 

山
崎
亜
也 
山
内
天
牛 

渡
邊
盛
雄 

 

選
句
の
み 

 
 

重
枝
孝
岳 
庄
司
龍
平 

高
橋
清
子 

橋
口
隆 

早
川
允
章 

山
本
三
恵 

 

大
滝
長
孝
（
家
伝
亭
長
太
楼➡

花
） 

《
互
選
句
》
○
は
選
者
の
特
選 

 
◎
は
孤
舟
選
者
の
選 

 

十
一
点 

 

大
蕪
の
切
る
を
た
め
ら
ふ
白
さ
か
な 

 
け
い
子
（
紀
・
く
・
五
・
〇
と
・
孝
・
清
・
堂
・
雅
・
昇
・ 

啓
・
亜
） 

 

九
点 

 
 

底
冷
え
や
花
魁
走
る
舞
台
裏 

 
 
 
 

啓
子 
（
紀
・
く
・
た
・
〇
恵
・
康
・
〇
隆
・
け
・
亜
・
三
） 

 

八
点 

 
 

冬
夕
焼
見
付
か
る
よ
う
に
か
く
れ
ん
ぼ 

 

孤
舟 

（
紀
・
五
・
と
・
〇
健
・
孝
・
堂
・
允
・
び
） 

◎
妻
を
看
つ
妻
に
看
ら
れ
つ
冬
に
入
る 

 
 

堂
哉 

（
〇
そ
・
紀
・
忠
・
孤
・
恵
・
び
・
三
・
〇
盛
） 

 
 
 
 
 

 

七
点 

 
 

膝
立
て
て
鮟
鱇
鍋
を
取
り
仕
切
る 

 
 
        

孤
舟 

 

（
紀
・
國
・
隆
・
規
・
け
・
亜
・
三
） 

鯱
は
城
の
語
部
冬
青
空 

 
 
 
 
 
 
         

仝 
 

（
紀
・
く
・
と
・
千
・
康
・
ゆ
・
び
） 

 
 
 
 

◎
菊
一
輪
活
け
て
無
聊
を
慰
め
り 

           

ゆ
た
か 

 
 (

紀
・
孤
・
花
・
孝
・
清
・
國
・
盛
） 

 

六
点 

 
 

凍
空
に
鳶
一
羽
浮
き
大
廻
り 

 
 
 
 
 
   

五
郎
太    

（
紀
・
忠
・
龍
・
清
・
雅
・
三
） 

夢
潰
え
し
も
の
の
ふ
の
墓
石
蕗
咲
け
り 

 
 
 

く
に
お 

 
 (

紀
・
健
・
孝
・
康
・
昇
・
盛) 

 
 

和
ろ
う
そ
く
の
踊
る
火
自
在
冬
ぬ
く
し 

 
 
 
 

千
恵 

 

（
紀
・
花
・
た
・
雅
・
び
・
啓
） 

◎
手
で
紙
に
書
く
が
手
紙
や
冬
灯
し 

 
 
 
 
 
 

恵
洲 

 

（
紀
・
孤
・
健
・
〇
龍
・
び
・
〇
三
） 

◎
新
蕎
麦
や
先
ず
は
徳
利
の
酒
一
合 

 
 
 
   

ゆ
た
か 

 

（
紀
・
忠
・
孤
・
た
・
國
・
允
） 

 
 
    

 

五
点 

 
 
 

歯
の
抜
け
た
孫
の
笑
顔
や
ク
リ
ス
マ
ス 

 
 
 
 

忠
彦 

 

（
紀
・
ゆ
・
隆
・
け
・
天
） 

耳
遠
く
な
り
し
同
士
の
忘
年
会 

 
 
 
 
 
 
 
  

仝 
 

（
紀
・
龍
・
ゆ
・
規
・
天
） 

◎
黄
葉
落
葉
蹴
散
ら
し
通
る
ラ
ン
ド
セ
ル 

 
 
 

と
み
子 

 

（
そ
・
紀
・
孤
・
〇
た
・
花
） 

暮
れ
て
な
ほ
釘
を
打
つ
音
枇
杷
の
花 

 
 
 
 
 

康
敏 

 

（
紀
・
と
・
恵
・
啓
・
び
） 

◎
話
し
合
ふ
余
地
な
き
戦
火
冬
ざ
る
る 

 
 
 

    
 

堂
哉 

 

（
紀
・
孤
・
千
・
ゆ
・
び
） 

シ
ュ
ッ
と
鳴
る
帯
す
る
音
や
冬
の
朝 

 
 
 
 
  

啓
子 

 

（
紀
・
た
・
清
・
允
・
天
） 

 
 
 
 
 

家
具
ま
で
も
暖
と
る
火
と
な
り
ウ
ク
ラ
イ
ナ 

 
 
 

仝 
 

（
紀
・
忠
・
堂
・
隆
・
昇
） 

 
 
 
 
 
 

四
点 

 

◎
坊
さ
ん
が
自
転
車
に
乗
る
師
走
か
な 

 
 
 
 
 

忠
彦 

 

（
そ
・
孤
・
隆
・
規
） 

 
 
 
 
 

富
山
よ
り
風
花
に
乗
り
薬
売
り 

 
 
 
 
 
 
 

孤
舟 

 

（
紀
・
五
・
恵
・
天
） 

義
士
の
日
や
畳
の
冷
ゆ
る
武
者
隠
し 

 
 
 
 

く
に
お 

 

（
そ
・
忠
・
五
・
〇
啓
） 



 

 

   

 

 

2 

 

映
画
館
そ
っ
と
手
渡
す
咳
の
飴 

 
 
 
 
 
 

と
み
子 

 

（
紀
・
堂
・
昇
・
亜
） 

 
 
 
 

◎
奥
多
摩
の
江
戸
の
古
民
家
冬
う
ら
ら 

 
 
 
 
 

ゆ
た
か 

 

（
紀
・
孤
・
國
・
規
） 

 
 
 
 
 
 

 
 

歌
舞
伎
終
え
喧
騒
の
町
冬
の
月 

 
 
 
 
 
 

け
い
子 

 

（
そ
・
紀
・
く
・
允
） 

 
 
 
 
 
 

こ
の
大
地
宇
宙
の
塵
か
冬
満
月 

 
 
 
 
 
 
 

盛
雄 

 

（
紀
・
健
・
ゆ
・
雅
） 

 

三
点 

 

◎
日
の
出
待
ち
落
葉
掃
く
音
門
毎
に 

 
 
 
 
 
 
 
 

そ
ら
お 

  

（
紀
・
孤
・
規
） 

サ
ッ
カ
ー
の
興
奮
鎮
め
る
柚
子
湯
か
な 

 
 
 
 
  

忠
彦 

 

（
紀
・
〇
允
・
け
） 

 
 
 
 
 

鳴
り
響
く
除
夜
の
汽
笛
や
神
戸
港 

 
 
 
 
   

と
み
子  

（
紀
・
花
・
康
） 

息
深
く
冬
至
南
瓜
を
真
っ
二
つ 

 
    

 
 
 
 
 

仝 
 

（
紀
・
五
・
千
） 

◎
手
擦
れ
な
き
ホ
テ
ル
の
聖
書
冬
の
雨 

 
 
 
 
 
 

康
敏 

 

（
紀
・
孤
・
恵
） 

 
 
 
 
 

棒
グ
ラ
フ
幾
山
越
さ
ば
マ
ス
ク
と
る 

 
 
       

び
ん 

 

（
紀
・
千
・
ゆ
） 

 
 
 
 

◎
熊
出
づ
と
言
わ
れ
鈴
ふ
る
木
曽
路
か
な 

 
         

仝  

（
紀
・
孤
・
堂
） 

 
 
 
 
 

八
重
椿
言
ひ
た
い
事
が
あ
る
よ
う
で 

 
 
 
 
 
 
 
 

正
明  

 

（
恵
・
孝
・
三
） 

 
 
 
 
 

猫
の
道
追
ひ
て
奥
に
は
花
八
つ
手 

 
 
 
 
 
 

け
い
子 

 

（
五
・
と
・
千
） 

つ
い
失
く
す
マ
フ
ラ
ー
そ
れ
ぞ
れ
曰
く
あ
り 

 
      

亜
也 

 

（
健
・
啓
・
三
） 

 
 
 
 
 
 
 

二
点 

 
 

顔
見
世
の
最
後
の
出
番
叶
は
ず
な
り 

 
 
    

紀
久
男  

（
雅
・
盛
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
深
夜
転
ん
で
怪
我
。
救
急
車
の
世
話
に
） 

 
 
 
 
 

弟
と
義
弟
逝
き
吾
大
怪
我
の
厄
払
ひ 

 
 
    

 
 

仝 
 

（
忠
・
盛
） 

 
 
 
    

鋤
焼
は
家
族
の
丸
く
な
る
と
こ
ろ 

 
 
 
 
 
  

孤
舟  

 
（
紀
・
堂
） 

穏
や
か
な
日
々
に
慣
れ
行
く
ラ
・
フ
ラ
ン
ス 

 
 

五
郎
太   
（
紀
・
く
） 

停
電
の
凍
る
戦
地
に
も
丸
い
月 

 
 
 
 
 
 
   

健
介 

 

（
紀
・
け
） 

盛
り
だ
く
さ
ん
築
地
の
昆
布
屋
の
大
熊
手 

      

千
恵 

 

（
國
・
け
） 

 
 
 

 
  

日
め
く
り
の
薄
く
な
り
た
り
師
走
か
な 

 
 
 
     

仝 
 

（
清
・
國
） 

 
 
 
 
 

雨
上
が
り
小
鳥
囀
る
冬
の
朝 

 
 
 
 
 
   

た
だ
し
げ 

 

（
そ
・
紀
） 

中
天
に
月
煌
々
と
冬
の
空 

 
 
 
 
 
    

    
 

仝 
 

（
龍
・
允
） 

 
 

百
歳
を
待
た
ず
し
て
逝
く
師
走
か
な 

 
    

 
 
 

仝 
 

（
紀
・
隆
） 

失
せ
物
の
つ
ひ
に
出
（
い
で
）
ざ
る
寒
さ
か
な 

  

恵
洲 

 

（
紀
・
〇
規
） 

聖
樹
立
つ
コ
ン
ビ
ニ
に
買
ふ
中
華
饅 

 
  

 
    

康
敏 

 

（
昇
・
啓
） 

楽
し
み
つ
つ
句
作
に
勤
し
み
年
暮
る
る 

 
 
   

ゆ
た
か 

 

（
康
・
盛
） 

 
 
 
 
 

サ
ン
タ
さ
ん
今
も
信
じ
る
園
児
達 
 
 
 
 
 
 
 

國
護 

   (

紀
・
と
） 

戦
火
な
き
家
族
団
欒
ペ
チ
カ
燃
ゆ 

 
 
 
 
 
 

 
 

昇 
  

（
紀
・
健
） 

 
        

木
枯
ら
し
の
抜
け
る
林
に
笛
の
鳴
る 

 
 
 
 
 
 

啓
子 

 

（
た
・
雅
） 

三
味
方
（
し
ゃ
み
方
）
の
掛
声
冴
ゆ
る
河
東
節 

 
 
 

仝 
  

（
〇
紀
・
天
） 

 

粛
々
と
抜
歯
の
予
約
冬
ざ
る
る 

 
 
 
 
  

    

盛
雄 

 

（
紀
・
〇
昇
） 

妹
が
兄
を
従
が
え
七
五
三 

 
 
 
 
 
 
 
   

け
い
子    

（
〇
亜
・
天
） 

賀
状
書
く
準
備
に
先
は
筆
を
買
ふ 

 
 
 
 
 
  

天
牛 

 

（
千
・
亜
） 

極
月
や
孫
の
肩
借
り
と
ぼ
と
ぼ
と 

 
 
 
 
 
  

 

仝 
 

（
紀
・
龍
） 

 

一
点 

 
 

紅
葉
の
ニ
ュ
ー
ス
が
急
か
す
旅
行
好
き 

 
 
 
 

そ
ら
お 

 

（
紀
） 

 
 
 
 
 
 
  

 

顔
見
世
や
さ
ゝ
ま
最
中
を
家
苞
に 

 
 
 
 
 

紀
久
男  

 

（
康
） 

一
隅
に
洋
野
菜
あ
る
冬
市
場 

 
 
 
 
 
 
 

五
郎
太 

  

（
紀
） 
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中
の
舞
し
ば
し
間
が
延
び
冬
ぬ
く
し 

 
 
 
  

五
郎
太 

    

（
紀
） 

フ
レ
ン
チ
に
後
輩
誘
ふ
年
の
暮 

 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
   

（
紀
） 

サ
ッ
カ
ー
に
ブ
ラ
ボ
ー
の
声
冬
日
和 

 
 
 
 

と
み
子     

（
紀
） 

 
 
 
 
 
 

弾
丸
（
た
ま
）
な
ら
ぬ
球
で
手
柄
の
師
走
か
な 

 

健
介 

 
  

（
三
） 

  
 
 
 
 

冬
り
ん
ご
丸
ご
と
齧
る
地
味
横
溢 

 
 
 
 
 
 

千
恵 

  
 

（
紀
） 

暮
れ
早
し
京
都
南
座
初
日
開
く 

 
 
 
 
 

た
だ
し
げ 

  
 

（
紀
） 

 
 
 
 
   

寒
椿
ひ
と
き
は
映
え
る
燃
え
る
紅
（
あ
か
） 

 
 

國
護 

 
 

（
紀
） 

           

ク
リ
ス
マ
ス
捧
ぐ
讃
美
歌
亡
き
人
へ 

 
 
 
 
 
 

仝 
 
 

（
紀
） 

 
 
 
   

 

今
朝
も
ま
た
元
気
も
ら
ひ
し
寒
卵 

 
 
 
 
 
 

規
雄 

 
 

（
清
） 

深
閑
と
山
茶
花
赤
く
咲
き
て
冬 

 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 

（
花
） 

 
 
 

串
カ
ツ
と
河
豚
店
並
ぶ
通
天
閣 

 
 
 
 
 
 

け
い
子 

  
 

（
紀
） 

           

日
に
薄
く
不
満
げ
に
見
ゆ
古
暦 

 
 
 
 
 
 
 

亜
也 

 
 

（
〇
孝
） 

 
 
 
 
 
 

彼
や
是
や
浮
い
て
は
消
ゆ
る
冬
至
の
湯 

 
 
 
 

盛
雄 

 
 

（
紀
） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※ 

※ 

※ 

※ 

※ 

【
句 

評
】 

 
 

※
が
付
き
一
字
下
げ
た
コ
メ
ン
ト
は
、
採
っ
て
は
い
な
い
も
の
の
、
気
に
な
る
点
を
記
し
た
も
の
で
す
。 

 

十
一
点
句 

大
蕪
の
切
る
を
た
め
ら
ふ
白
さ
か
な 

 

け
い
子 

 
 
 
 
 
 
 

く
に
お
さ
ん
・
・
包
丁
を
入
れ
る
こ
と
に
一
瞬
躊
躇
す
る
ほ
ど
の
大
蕪
の
白
さ
。
私
も
時
々
厨
房
に
立
ち 

包
丁
を
持
つ
こ
と
が
あ
る
。。
作
者
の
気
持
ち
が
実
感
で
き
る
。 

 
 
 
 
 
 

 

と
み
子
さ
ん
・
・ 

立
派
な
蕪
の
美
し
い
白
さ
に
圧
倒
さ
れ
ま
す
。
き
っ
と
美
味
し
い
で
し
ょ
う
ね
。 

 
 
 
 
 
 

  

堂
哉
さ
ん
・
・
・
中
七
で
料
理
人
の
暫
し
の
感
動
、
躊
躇
い
が
良
く
伝
わ
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

  

亜
也
さ
ん
・
・
・
き
め
細
か
く
て
、
な
め
ら
か
で
、
真
っ
白
で…

大
根
と
は
大
違
い
。 

 

九
点
句 

 

底
冷
え
や
花
魁
走
る
舞
台
裏 

 
 
 

啓
子 

 

く
に
お
さ
ん
・
・ 

舞
台
裏
で
な
け
れ
ば
見
ら
れ
な
い
光
景
。
豪
華
な
衣
裳
で
八
文
字
の
独
特
の
足
の
運
び 

を
す
る
花
魁
か
ら
「
走
る
」
と
い
う
こ
と
は
想
像
で
き
な
い
。
出
番
間
近
な
花
魁
役
の 

役
者
の
忙
し
さ
が
伝
わ
っ
て
く
る
。 

 
 

 
 

恵
洲
さ
ん
・
・
・
華
や
か
な
表
舞
台
し
か
知
ら
な
い
選
者
の
想
像
力
を
刺
激
す
る
句
。
花
魁
は
揚
巻
で 

し
ょ
う
か
。
次
の
出
番
に
備
え
て
衣
装
を
変
え
た
り
化
粧
を
直
し
た
り
し
て
い
る
女
形  

の
慌
た
だ
し
さ
の
ス
ケ
ッ
チ
が
面
白
い
。
熱
気
あ
ふ
れ
る
表
舞
台
に
対
し
、
舞
台
裏
は
し 

ん
し
ん
と
冷
え
る
の
で
し
ょ
う
か
。 

 
 
 
 
 
 

 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
助
六
の
並
び
花
魁
の
舞
台
裏
を
面
白
く
捉
え
て
い
る
。 

 
 
 
 
 
 

 

康
敏
さ
ん
・
・
・
出
番
が
迫
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
寒
い
舞
台
裏
を
走
る
花
魁
姿
の
役
者
。
動
作
は
舞
台 

の
上
と
は
違
う
だ
ろ
う
。
ユ
ー
モ
ア
が
あ
る
。 

隆
さ
ん
・
・
・
・
今
の
舞
台
裏
も
底
冷
え
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
さ
て
置
き
、
底
冷
え
の
季
語
の
効 

い
た
、
今
年
の
青
葉
会
の
掉
尾
を
飾
る
句
で
す
。 

 
 
 
 
 
 

 

亜
也
さ
ん
・
・
・
昔
の
歌
舞
伎
座
な
ら
如
何
に
も
で
す
が
、
今
で
も
？ 

 
 
 
 
 
 

  

紀
久
男
・
・
・
・
出
番
終
え
た
菊
之
助
等
が
花
魁
衣
裳
を
脱
い
で
、
走
っ
て
楽
屋
へ
。
小
生
の
付
き
人
と
し 

て
楽
屋
、
舞
台
裏
を
訪
れ
た
啓
子
さ
ん
が
見
事
に
詠
ま
れ
た
作
品
。 

 
 
 
 
 
 

啓
子
さ
ん
（
自
解
）・
十
三
代
團
十
郎
襲
名
披
露
で
河
東
節
に
今
井
さ
ん
が
ご
出
演
。
そ
の
付
き
人
と
し
て 

お
手
伝
い
さ
せ
て
頂
い
た
お
蔭
様
で
歌
舞
伎
座
の
舞
台
裏
を
拝
見
。
役
者
の
皆
さ
ま 
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方
の
ご
様
子
を
拝
見
出
来
ま
し
た
。
華
や
か
な
舞
台
の
裏
で
は
集
中
し
た
姿
で
次
の 

衣
裳
の
た
め
か
、
皆
小
走
り
で
す
。
出
番
の
直
前
で
は
じ
め
て
花
魁
も
履
物
を
履
き
、 

幕
の
後
ろ
に
引
っ
込
ん
だ
瞬
間
に
履
物
は
脱
ぎ
捨
て
、
裸
足
！ 

歌
舞
伎
座
舞
台
裏 

の
天
井
は
緞
帳
が
上
に
巻
か
れ
て
出
番
待
ち
、
畢
竟
天
井
も
高
く
大
変
広
い
の
で
底 

冷
え
が
し
ま
す
。
昔
は
殊
に
床
は
冷
た
く
寒
か
っ
た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
稀
有
な 

素
晴
ら
し
い
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
揚
巻
や
白
玉
役
を
さ
れ
た
菊
之
助 

は
美
し
く
丁
寧
な
物
腰
、
改
め
て
惚
れ
惚
れ
致
し
ま
し
た
。 

 

八
点
句 

 

冬
夕
焼
見
付
か
る
よ
う
に
か
く
れ
ん
ぼ 

 

孤
舟 

 

 
 
 
 
 
 

健
介
さ
ん
・
・
・
お
見
事
、
一
茶
で
も
こ
う
は
上
手
く
詠
め
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。 

 
 
 
 
 
 

 

と
み
子
さ
ん
・
・
冬
の
夕
焼
は
、
す
ぐ
暗
く
な
る
の
で
、
心
細
い
も
の
で
す
。
取
り
残
さ
れ
な
い
よ
う
に 

と
い
う
気
持
ち
が 

伝
わ
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 

 

堂
哉
さ
ん
・
・
・ 

季
語
を
冬
う
ら
ら
な
ど
し
た
ら
、
特
選
に
し
た
い
句
。 

び
ん
さ
ん
・
・
・「
見
つ
か
る
や
う
に
」
の
中
句
が
入
っ
て
、
金
子
み
す
ず
の
郷
愁
の
よ
う
な
情
感
が
出 

て
ま
す
ね
。 

私
も
真
似
を
さ
せ
て
頂
い
て
ひ
と
つ
「
か
く
れ
ん
ぼ
見
つ
か
ら
ぬ
ま
ま
冬
日
暮
る
」 

◎
妻
を
看
つ
妻
に
看
ら
れ
つ
冬
に
入
る 

 
 

堂
哉 

 

 
  

孤
舟
さ
ん
・
・
・
老
々
介
護
の
究
極
。
偕
老
同
穴
目
指
し
お
互
い
支
え
合
っ
て
生
き
て
ゆ
こ
う
。 

恵
洲
さ
ん
・
・
・
老
々
介
護
で
お
互
い
に
労
り
合
う
毎
日
。
そ
う
こ
う
し
て
る
う
ち
に
い
つ
の
間
に
か 

今
年
も
暮
れ
る
な
あ
、
本
当
に
ね
え
、
と
仲
睦
ま
じ
い
二
人
の
感
懐
が
感
じ
ら
れ
る
。 

 
 
 
 
 
 

 

盛
雄
さ
ん
・
・
・
も
た
れ
合
っ
て‶

人
〟
と
な
る
。
誰
も
が
通
る
道
。
厳
し
い
佳
句
。 

 
 
 
 
 

 

七
点
句 

 

膝
立
て
て
鮟
鱇
鍋
を
取
り
仕
切
る 

 
   

孤
舟 

 
 

 
 
 
 
 

隆
さ
ん
・
・
・
・
鍋
奉
行
と
鮟
鱇
鍋
の
取
り
合
わ
せ
の
妙
。
鍋
奉
行
の
顔
が
鮟
鱇
顔
に
。 

 

「
鍋
奉
行
な
ら
任
せ
よ
や
鮟
鱇
鍋
」
で
も
。 

 
 
 
 
 
 

 

亜
也
さ
ん
・
・
・
そ
も
そ
も
品
よ
り
味
の
料
理
に
て
・
・
・
。 

 
 
 
 
 
 

 

三
恵
さ
ん
・
・
・
普
段
、
台
所
に
立
っ
た
こ
と
も
な
い
の
に
「
鍋
」
と
な
る
と
必
ず
一
家
言
持
ち
だ
し
て
い 

た
亡
父
を
想
い
だ
し
ま
し
た
。 

鯱
は
城
の
語
部
冬
青
空 

 
 
 
 
 
   

孤
舟 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
     

く
に
お
さ
ん
・
・
城
の
歴
史
の
一
部
始
終
を
鯱
は
知
っ
て
い
る
。
鯱
を
「
城
の
語
部
」
と
捉
え
た
と
こ
ろ
に 

意
表
を
突
か
れ
た
感
じ
に
な
っ
た
。
鯱
は
普
通
、
雌
雄
一
対
で
あ
る
。
語
部
は
ど
ち
ら 

だ
ろ
う
か
。 

千
恵
さ
ん
・
・
・
築
城
の
時
か
ら
屋
根
の
て
っ
ぺ
ん
か
ら
市
井
の
人
々
を
眺
め
て
き
た
鯱
。
同
時
に
人
々
も 

昔
か
ら
鯱
を
愛
で
て
来
た
。
明
治
の
人
達
も
大
の
お
気
に
入
り
だ
っ
た
よ
う
で
す
。 

正
に
語
り
部
で
す
ね
。 

 
 
 

 
 

康
敏
さ
ん
・
・
・
こ
の
城
の
鯱
は
昔
の
ま
ま
健
在
な
の
だ
ろ
う
。
冬
青
空
が
効
果
的
。
他
の
多
く
の
鯱
は 

落
雷
や
戦
火
で
焼
け
落
ち
造
り
直
さ
れ
て
い
る
。 

参
考
「
石
垣
は
城
の
語
り
部
新
松
子
」
村
川
与
侑
子 

ゆ
た
か
さ
ん
・
・「
城
の
語
部
」
と
見
立
て
た
と
こ
ろ
が
い
い
で
す
。 

 
 
 
 

◎
菊
一
輪
活
け
て
無
聊
を
慰
め
り 

     

ゆ
た
か 

 
 

 
 
 
 
 
 

 

孤
舟
さ
ん
・
・
・
茶
室
の
一
輪
の
菊
花
が
不
安
な
心
を
鎮
め
て
く
れ
る
。 

 
 
 
 
 
 

 

盛
雄
さ
ん
・
・
・
こ
れ
ぞ
詩
人
の
一
句
。
落
ち
着
き
の
あ
る
日
常
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。 
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六
点
句 

 

夢
潰
え
し
も
の
の
ふ
の
墓
石
蕗
咲
け
り 

 
 
 
 
 

く
に
お 

 
 

健
介
さ
ん
・
・
・
「
石
蕗
咲
け
り
」 

は 

「
石
蕗
の
花
」
で
良
か
っ
た
の
で
は
・
・
？ 

康
敏
さ
ん
・
・
・
夢
潰
え
し
武
士
は
大
勢
い
る
が
、
大
河
ド
ラ
マ
「
鎌
倉
殿
の
十
三
人
」
の
源
実
朝
が
思 

い
浮
か
ん
だ
。
日
宋
貿
易
を
夢
見
て
巨
船
ま
で
建
造
し
た
の
に…

。
墓
は
鎌
倉
寿
福
寺 

に
あ
る
。 

盛
雄
さ
ん
・
・
・
赤
穂
浪
士
の
墓
で
し
ょ
う
か
。
句
会
の
前
日
は
討
ち
入
り
の
夜
。‶

石
蕗
咲
け
り
〟
で 

    

決
ま
り
ま
し
た
。 

 
 

和
ろ
う
そ
く
の
踊
る
火
自
在
冬
ぬ
く
し 

 
 
 
 

千
恵 

 
 

 
 
 
 
 
 

  

た
だ
し
げ
さ
ん
・
和
ろ
う
そ
く
の
炎
の
動
き
を
面
白
く
捉
え
て
い
て
、
楽
し
い
。 

◎
手
で
紙
に
書
く
が
手
紙
や
冬
灯
し 

 
 
 
 
 
 

恵
洲 

 
 

 
 

孤
舟
さ
ん
・
・
・
パ
ソ
コ
ン
の
活
字
で
用
を
足
す
こ
と
が
多
い
が
、
な
か
な
か
温
も
り
は
伝
わ
ら
な
い
。 

 
 

龍
平
さ
ん
・
・
・
良
い
句
で
す
ね
。
時
に
は
事
の
本
来
を! 

私
も
今
年
か
ら
賀
状
の
宛
先
住
所
氏
名
は 

手
書
き
に
し
ま
し
た
。
枚
数
激
減
の
せ
い
で
も
あ
り
ま
す
が
。 

 
 

三
恵
さ
ん
・
・
・
と
て
も
シ
ン
プ
ル
な
単
語
と
表
現
な
の
で
す
が
、
ユ
ニ
ー
ク
で
、
奥
が
深
そ
う
で
す
。 
 

◎
新
蕎
麦
や
先
ず
は
徳
利
の
酒
一
合 

 
 
 
 
 

ゆ
た
か 

 
 

 
 
 
 
 
 

 

孤
舟
さ
ん
・
・
・
酒
に
蕎
麦
は
よ
く
合
う
。
ま
し
て
や
新
蕎
麦
と
新
酒
な
ら
尚
更
。 

 
 
 
 
 
 
 

く
に
お
さ
ん
・
・ 

新
蕎
麦
を
肴
に
一
杯
と
は
ど
こ
か
通
人
の
趣
が
あ
る
。
蕎
麦
も
酒
も
さ
ぞ
美
味
か
っ
た 

こ
と
だ
ろ
う
。
秋
の
一
句
と
し
て
い
た
だ
い
た
。 

 
 
 
 
 
 

  

た
だ
し
げ
さ
ん
・
・
蕎
麦
に
お
酒
は
切
っ
て
も
切
れ
な
い
関
係
、
新
蕎
麦
な
れ
ば
先
ず
一
献
。 

 
 
    

 

五
点
句 

 
 

歯
の
抜
け
た
孫
の
笑
顔
や
ク
リ
ス
マ
ス 

 
 
 
 

忠
彦 

 
 

 
 
 
 
 
 

ゆ
た
か
さ
ん
・
・
歯
の
抜
け
た
孫
の
笑
顔
は
愛
嬌
が
あ
り
ま
す
ね
。 

 
 
 
 
 
 

 

隆
さ
ん
・
・
・
・
こ
の
こ
ろ
の
子
供
は
屈
託
が
な
い
。「
サ
ン
タ
さ
ん
」
と
い
う
呼
び
声
が
聞
こ
え
そ
う
。 

 
 
 
 
 
 

 

天
牛
さ
ん
・
・
・
い
づ
れ
に
し
て
も
楽
し
い
ク
リ
ス
マ
ス
で
す 

耳
遠
く
な
り
し
同
士
の
忘
年
会 

 
 
 
 
 
 
 

忠
彦 
 
 

 
 
 
 
 
 

ゆ
た
か
さ
ん
・
・
私
も
耳
が
遠
く
な
っ
た
仲
間
の
一
人
で
す
。 

 
 
 
 
 
 

 

天
牛
さ
ん
・
・
・
隣
同
士
で
も
全
然
聞
こ
え
な
い
人
が
い
る
と
つ
い
大
声
に
な
っ
た
り
し
ま
す
。 

◎
黄
葉
落
葉
蹴
散
ら
し
通
る
ラ
ン
ド
セ
ル 

 
 
 

と
み
子 

 
 

 
 
 
 
 

 

孤
舟
さ
ん
・
・
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
溢
れ
る
小
学
生
は
通
学
中
も
悪
戯
放
題
。
後
で
大
人
が
掃
き
片
付
け
る
の
も 

知
ら
ず
に
。 

 
 
 
 
 
 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
・
小
学
生
の
通
学
時
の
い
た
ず
ら
を
上
手
く
捉
え
て
い
て
、
下
五
が
面
白
い
。 

暮
れ
て
な
ほ
釘
を
打
つ
音
枇
杷
の
花 

 
 
 
 
 

康
敏 

 

 
 
 
 
 
 

 

恵
洲
さ
ん
・
・
・
可
憐
な
枇
杷
の
花
が
咲
く
夕
暮
れ
の
小
庭
に
佇
ん
で
い
る
と
、
も
う
薄
暗
い
の
に
、
ご
近 

所
で
塀
の
修
理
か
何
か
や
っ
て
い
る
ト
ン
カ
チ
の
音
が
ま
だ
聞
こ
え
て
く
る
と
い
う
、
市 

井
の
庶
民
の
暮
ら
し
の
一
コ
マ
が
見
え
て
き
て
昔
懐
か
し
い
。 

◎
話
し
合
ふ
余
地
な
き
戦
火
冬
ざ
る
る 

 
 
 

    

堂
哉 

 
 

 
  

孤
舟
さ
ん
・
・
・
紛
争
解
決
は
核
兵
器
の
使
用
で
は
な
く
、
外
交
努
力
が
必
要
な
の
だ
。 

 
 

ゆ
た
か
さ
ん
・
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
人
々
の
生
活
を
想
う
と
胸
が
痛
み
ま
す
。 

 
 

龍
平
さ
ん
・
・
・
力
だ
け
が
決
着
を
つ
け
れ
る!

も
う
何
世
紀
も
こ
れ
で
来
た
あ
の
人
達
の
歴
史…

 

日
本
も
ロ
シ
ア
や
中
国
等
と
陸
続
き
で
あ
っ
た
ら
と
ゾ
ッ
と
す
る
。 

シ
ュ
ッ
と
鳴
る
帯
す
る
音
や
冬
の
朝 

 
 
 
 
 

啓
子 

 
 

 
 
 
 
 
 

 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
朝
、
着
物
着
る
際
の
粋
な
感
じ
が
楽
し
い
。 
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天
牛
さ
ん
・
・
・
暫
く
聴
き
ま
せ
ん
ね
！ 

 
 

 
 
 
 
 

家
具
ま
で
も
暖
と
る
火
と
な
り
ウ
ク
ラ
イ
ナ 

 

啓
子 

 
 

 
 

 
 
 
 

 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
想
像
し
た
だ
け
で
心
身
共
に
寒
く
な
り
ま
す
。
中
七
は 

暖
と
る
火
と
や 

で
は
如 

 
 
 
 
 
 
 
 

何
で
し
ょ
う
。 

 
 
 
 
 

隆
さ
ん
・
・
・
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
戦
禍
の
暖
は
死
活
問
題
で
す
ね
。
た
だ
「
暖
と
る
」
は
説
明
調
の 

恐
れ
あ
り
。「
家
具
く
べ
る
屋
外
の
焚
火
ウ
ク
ラ
イ
ナ
」
で
も
。 

 
 
 
 
 
 

四
点
句 

◎
坊
さ
ん
が
自
転
車
に
乗
る
師
走
か
な 

 
 
  

忠
彦 

 
 

 
 
 
 
 
 

 

孤
舟
さ
ん
・
・
・
将
に
師
が
走
る
程
の
忙
し
さ
。
車
や
、
バ
イ
ク
、
今
で
は
自
転
車
ま
で
総
動
員
し
て
。 

隆
さ
ん
・
・
・
・
二
つ
の
家
の
改
葬
を
了
え
た
。
離
檀
に
は
お
坊
さ
ん
も
不
快
感
を
隠
し
切
れ
な
か
っ
た
。 

師
走
も
の
ん
び
り
で
き
な
い
寺
事
情
か
。
「
坊
さ
ん
も
自
転
車
で
急
く
師
走
か
な
」
で
も
。 

 
 
 
 
 

富
山
よ
り
風
花
に
乗
り
薬
売
り 

 
 
 
 
  

孤
舟 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
    

 

五
郎
太
さ
ん
・
・
「
風
花
に
乗
り
」
が
い
い
で
す
ね
。
子
供
の
時
は
家
に
救
急
箱
が
あ
り
、
富
山
か
ら
薬
屋 

さ
ん
が
時
た
ま
や
っ
て
き
ま
し
た
。
今
で
は
富
士
薬
品
（
？
）
な
ど
が
富
山
で
薬
を
生
産 

し
、
そ
れ
を
各
戸
に
置
く
（
配
置
薬
と
言
う
）
ビ
ジ
ネ
ス
が
続
い
て
い
る
と
の
話
が
句
会 

で
出
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 

 

恵
洲
さ
ん
・
・
・
今
で
も
富
山
の
薬
売
り
は
巡
っ
て
く
る
の
で
し
ょ
う
か
？
昔
の
思
い
出
の
情
景
で
し
ょ
う 

か
？
寒
い
中
を
鼻
の
頭
を
赤
く
し
て
水
洟
な
ん
ぞ
垂
ら
し
な
が
ら
、
訪
ね
て
く
る
富
山
の 

薬
屋
さ
ん
の
俤
が
浮
か
ん
で
き
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

 

天
牛
さ
ん
・
・
・
薬
売
り
が
風
花
に
乗
っ
て
来
る
っ
て
の
は
面
白
い
‼
！ 

義
士
の
日
や
畳
の
冷
ゆ
る
武
者
隠
し 

 
  

く
に
お 

 
 

 

五
郎
太
さ
ん
・
・
ど
こ
の
お
城
で
し
ょ
う
か
。
討
入
の
日
に
泉
岳
寺
に
行
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
若
い 

人
も
多
く
、
皆
さ
ん
何
本
も
の
お
線
香
を
持
ち
、
四
十
七
士
の
お
墓
に
お
参
り
を
し
て 

い
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 

 

紀
久
男
・
・
・
季
重
な
り
と
思
う
の
で
採
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 
 
 
 
 
 

※
康
敏
さ
ん
・「
冷
ゆ
」
は
秋
の
季
語
。
中
七
は
「
畳
冷
た
き
」
と
冬
の
季
語
を
使
う
べ
き
で
し
ょ
う
。 

「
義
士
の
日
」
と
季
重
な
り
に
な
り
ま
す
が
、
武
者
隠
し
の
冷
た
い
畳
で
、
討
ち
入
り
の 

寒
い
雪
の
夜
を
髣
髴
と
さ
せ
、
主
季
語
の
「
義
士
の
日
」
が
強
調
さ
れ
ま
す
。 

映
画
館
そ
っ
と
手
渡
す
咳
の
飴 

 
 
 
 
 

と
み
子 

 
 

 
 
 
 
 

 
  

堂
哉
さ
ん
・
・
・
私
は
演
奏
会
場
で
ガ
ム
を
も
ら
っ
た
こ
と
が
、
何
度
か
あ
り
ま
す 

 
 
 
 
 
 
  

亜
也
さ
ん
・
・
・
コ
ン
サ
ー
ト
だ
と
も
っ
と
大
変
。
最
近
は
口
蓋
に
貼
り
つ
き
、
ゆ
っ
く
り
溶
け
る
ト 

ロ
ー
チ
と
い
う
の
も
あ
り
、
喋
る
の
も
可
能
な
の
で
、
会
議
で
便
利
。 

 
 
 
 
 
 

  

※
康
敏
さ
ん
・
上
五
と
下
五
が
名
詞
で
、
入
れ
替
え
て
「
咳
の
飴
そ
つ
と
手
渡
す
映
画
館
」
と
し
て
も 

句
が
成
り
立
ち
ま
す
。「
観
音
開
き
」
と
か
「
山
本
山
」「
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
俳
句
」
と
称 

さ
れ
、
不
安
定
な
句
・
必
然
性
に
欠
け
る
句
と
さ
れ
る
よ
う
で
す
。 

 
 
 
 

◎
奥
多
摩
の
江
戸
の
古
民
家
冬
う
ら
ら 

 
  

ゆ
た
か 

 
 

 
 
 
 
 
 
      

孤
舟
さ
ん
・
・
・
江
戸
時
代
か
ら
伝
わ
る
兜
造
り
の
旅
籠
屋
ふ
う
の
旅
館
に
、
冬
の
お
だ
や
か
で
暖
か
な 

日
差
し
が
注
ぐ
。 

歌
舞
伎
終
え
喧
騒
の
町
冬
の
月 

 
 
 
  

け
い
子 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

く
に
お
さ
ん
・
・
芝
居
が
跳
ね
て
外
へ
出
た
ら
町
は
ま
だ
ざ
わ
つ
い
て
い
る
。
空
に
は
冬
の
月
が
冴
え
冴 

え
と
町
を
照
ら
し
て
い
る
。
師
走
の
歌
舞
伎
座
界
隈
の
景
が
想
像
で
き
る
。
こ
の
場
合
、 

町
と
街
ど
ち
ら
が
い
い
だ
ろ
う
か
。 
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こ
の
大
地
宇
宙
の
塵
か
冬
満
月 

 
 
 
 
  

盛
雄 

 

 
 
 
 
 

  

ゆ
た
か
さ
ん
・
・
地
球
を
宇
宙
の
塵
と
み
た
と
こ
ろ
が
面
白
い
で
す
。 

 

三
点
句 

 
◎
日
の
出
待
ち
落
葉
掃
く
音
門
毎
に 

 
 
      

そ
ら
お 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

孤
舟
さ
ん
・
・
・
夜
の
間
に
散
り
乱
れ
た
路
地
の
落
葉
を
掃
く
音
。
お
隣
も
、
そ
の
お
隣
も
。 

サ
ッ
カ
ー
の
興
奮
鎮
め
る
柚
子
湯
か
な 

     

忠
彦 

 
 

允
章
さ
ん
・
・
・
普
段
は
特
に
サ
ッ
カ
ー
フ
ァ
ン
で
も
な
い
私
だ
が
。
今
回
は
日
本
代
表
の
大
活
躍 

も
あ
り
、
又
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
・
フ
ラ
ン
ス
を
は
じ
め
と
す
る
各
国
チ
ー
ム
の
素
晴
ら
し 

い
プ
レ
ー
に
大
興
奮
し
寝
不
足
の
夜
が
続
い
た
。
そ
ん
な
時
に
入
る
柚
子
湯
は
将
に
身
も 

心
も
ゆ
っ
た
り
と
し
て
気
持
ち
を
鎮
め
て
く
れ
る
も
の
だ
。
私
も
庭
の
柚
子
を
浮
か
べ
柚 

子
湯
に
入
っ
た
。 

紀
久
男
・
・
・
季
重
な
り
か
と
思
い
ま
す
が
捨
て
難
い
。 

 
 
 
 
 

鳴
り
響
く
除
夜
の
汽
笛
や
神
戸
港 

 
 
   

 

と
み
子 

 
 

 
 

  
 

康
敏
さ
ん
・
・
・
停
泊
船
が
一
斉
に
鳴
ら
す
除
夜
の
汽
笛
と
共
に
海
の
香
、
冷
た
い
北
風
、
港
の
灯
、
新 

年
へ
の
期
待…

な
ど
。
様
々
な
イ
メ
ー
ジ
が
広
が
る
。 

参
考
「
一
斉
に
除
夜
の
汽
笛
や
横
浜
港
」
大
熊
庸
介
（
濱
） 

神
戸
港
の
方
が
イ
メ
ー
ジ 

が
膨
ら
み
ま
す
ね
。 

息
深
く
冬
至
南
瓜
を
真
っ
二
つ 

 
        

と
み
子 

 
 
 

 
 

五
郎
太
さ
ん
・
・
南
瓜
は
実
に
硬
く
、
息
を
込
め
て
切
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
「
息
深
く
」
が
効
い
て
い
ま 

す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
     

千
恵
さ
ん
・
・
・
丸
ご
と
の
南
瓜
を
半
分
に
切
る
の
は
な
か
な
か
厄
介
な
仕
事
で
す
。
き
っ
と
切
れ
る
包
丁 

と
気
合
と
渾
身
の
力
で
真
っ
二
つ
に
し
た
の
で
す
ね
。 

◎
手
擦
れ
な
き
ホ
テ
ル
の
聖
書
冬
の
雨 

    
  

康
敏 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

 

孤
舟
さ
ん
・
・
・
備
え
付
け
の
聖
書
に
は
目
も
く
れ
ず
、
入
室
直
後
テ
レ
ビ
の
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
る
客
が 

多
い
の
だ
。 

 
 
 
 
 
 

 

恵
洲
さ
ん
・
・
・
誰
も
読
む
人
の
な
い
ホ
テ
ル
の
部
屋
備
え
付
け
の
聖
書
は
新
品
同
様
な
の
で
す
ね
。 

こ
の
よ
う
な
普
段
目
が
い
か
な
い
も
の
か
ら
で
も
俳
句
は
で
き
る
と
い
う
発
見
の
好
例
。 

 
 

 

 
 
 
 
 

棒
グ
ラ
フ
幾
山
越
さ
ば
マ
ス
ク
と
る 

 
     

び
ん 

 
 

 
 
 
 
 
 

 

ゆ
た
か
さ
ん
・
・
コ
ロ
ナ
は
終
息
の
気
配
も
な
く
先
が
見
え
な
い
状
況
が
続
き
そ
う
で
す
ね
。 

 
 
 
 

◎
熊
出
づ
と
言
わ
れ
鈴
ふ
る
木
曽
路
か
な 

     

び
ん 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

孤
舟
さ
ん
・
・
・
熊
が
人
里
に
現
れ
る
こ
と
多
い
。
共
存
に
は
「
鈴
」
し
か
有
効
手
段
は
な
い
の
か
。 

 
 
 
 
 
 
 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
北
海
道
で
の
経
験
を
思
い
だ
し
ま
し
た
。
そ
の
時
の
鈴
を
い
つ
ま
で
も
リ
ュ
ッ
ク
に
付 

け
て
街
を
歩
い
て
い
ま
し
た
！ 

 
 
 
 
 

八
重
椿
言
ひ
た
い
事
が
あ
る
よ
う
で 

 
 
 
    

正
明 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

 

恵
洲
さ
ん
・
・
・
満
開
の
ツ
バ
キ
を
見
つ
め
て
い
た
ら
何
や
ら
も
の
言
い
た
げ
な
風
情
を
感
じ
た
と
い
う 

感
性
を
買
い
ま
す
。
誰
に
で
も
作
れ
る
句
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
重
椿
や
山
茶
花
な
ど 

は
、
言
い
た
い
こ
と
は
な
い
の
？
な
ど
と
茶
々
を
入
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。 

 
 
 
 
  

猫
の
道
追
ひ
て
奥
に
は
花
八
つ
手 

 
     

け
い
子 

 
 

 
 
 
 
 
 

 

千
恵
さ
ん
・
・
・
目
の
前
の
猫
の
行
き
先
を
追
っ
て
い
る
と
そ
の
先
に
花
八
手
が
現
れ
る
と
い
う
映
像
が 

目
に
浮
か
び
ま
し
た
。 

つ
い
失
く
す
マ
フ
ラ
ー
そ
れ
ぞ
れ
曰
く
あ
り 

  

亜
也 

 
 

 
  

啓
子
さ
ん
・
・
・
何
や
ら
ク
ス
ッ
と
笑
い
ま
し
た
。
マ
フ
ラ
ー
や
手
袋
、
あ
の
時
あ
そ
こ
で
買
っ
た
、
誰
そ 



 

 

   

 

 

8 

 

れ
に
貰
っ
た
、
な
ど
ち
ょ
っ
と
し
た
想
い
出
が
あ
っ
た
り
す
る
も
の
で
す
。
そ
れ
は
曰
く 

と
い
う
ほ
ど
も
の
で
は
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
読
み
手
に
ち
ょ
っ
と
引
っ
か
か
る
よ
う 

な
面
白
い
言
葉
を
選
ば
れ
、
ユ
ー
モ
ア
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 

二
点
句 

 

顔
見
世
の
最
後
の
出
番
叶
は
ず
な
り 

 
 
 

紀
久
男  

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
深
夜
転
ん
で
怪
我
。
救
急
車
の
世
話
に
） 

 
 
 
 
 
  

盛
雄
さ
ん
・
・
・
怪
我
で
救
急
車
、
辛
い1

日
だ
っ
た
で
し
ょ
う
。 

 
 
 
 
 
 

 

紀
久
男
（
自
解
）・28

日
千
穐
楽
の
前
日
義
弟
の
葬
儀
で
ビ
ー
ル
を
何
杯
も
飲
み
自
宅
で
ベ
ッ
ド
に
上
が
る 

時
、
膝
の
古
傷
を
打
っ
て
出
血
、
血
が
止
ま
ら
ず
救
急
車
の
世
話
に
な
り
、
結
果
最
後 

の
出
番
を
諦
め
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 

弟
と
義
弟
逝
き
吾
大
怪
我
の
厄
払
ひ 

 
 
 
 

紀
久
男 

 
 

 
 
 
 
 
 

盛
雄
さ
ん
・
・
・
な
ぐ
さ
め
る
言
葉
が
出
な
い
。 

 
 
 
    

鋤
焼
は
家
族
の
丸
く
な
る
と
こ
ろ 

 
 
   

 
 

孤
舟 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
子
供
の
頃
、
我
が
家
の
食
卓
は
丸
い
形
で
し
た
。
た
ま
の
鋤
焼
き
は
身
も
心
も
丸
く
し 

て
く
れ
ま
し
た
。 

穏
や
か
な
日
々
に
慣
れ
行
く
ラ
・
フ
ラ
ン
ス 

 
五
郎
太 

 

 
 
 
 
 
 

く
に
お
さ
ん
・
・
作
者
に
な
に
か
大
き
な
節
目
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
節
目
の
変
化
に
も
漸
く
慣
れ
て 

心
穏
や
か
な
暮
ら
し
に
入
っ
た
老
境
の
感
慨
を
詠
ま
れ
た
も
の
だ
ろ
う
。
こ
の
句
も
秋
の 

一
句
と
し
て
い
た
だ
い
た
。 

中
天
に
月
煌
々
と
冬
の
空 

 
 
 
 
 
   

た
だ
し
げ 

 
 

 
 
 
 
 
  

龍
平
さ
ん
・
・
・
早
朝
公
園
散
歩
の
我
が
友
。
今
朝
も
北
西
の
空
に 
毎
朝
位
置
を
少
し
く
変
え
て 

 
 

百
歳
を
待
た
ず
し
て
逝
く
師
走
か
な 

 
 
  

た
だ
し
げ 

 

 
 
 
 
 
 

 

隆
さ
ん
・
・
・
・
人
生
は
「
望
月
の
欠
け
た
る
と
こ
ろ
」
が
あ
る
を
良
し
と
し
た
い
。 

失
せ
物
の
つ
ひ
に
出
（
い
で
）
ざ
る
寒
さ
か
な 

 

恵
洲 

 

規
雄
さ
ん
・
・
・「
あ
な
た
っ
て
、
い
つ
も
何
か
探
し
て
る
わ
ね
」
と
亡
妻
に
よ
く
言
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の 

句
を
読
ん
で
、
そ
の
頃
の
こ
と
を
懐
か
し
く
思
い
出
し
ま
し
た
。 

聖
樹
立
つ
コ
ン
ビ
ニ
に
買
ふ
中
華
饅 

 
  

    

康
敏 

   

啓
子
さ
ん
・
・
・
ク
リ
ス
マ
ス
時
期
に
な
る
と
最
近
は
コ
ン
ビ
ニ
に
も
賑
や
か
な
ツ
リ
ー
が
置
か
れ
る
。
そ 

こ
に
ホ
カ
ホ
カ
に
蒸
し
あ
げ
て
あ
る
中
華
饅
を
買
い
に
来
た
作
者
。
何
で
も
な
い
、
で 

も
微
笑
ま
し
い
よ
う
な
日
常
の
生
活
の
一
コ
マ
が
活
写
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。 

楽
し
み
つ
つ
句
作
に
勤
し
み
年
暮
る
る 

 
 
  

ゆ
た
か 

 
 

 
 
 
 
 
 

 

康
敏
さ
ん
・
・
・
年
末
に
当
り
各
会
員
の
思
い
を
代
表
し
て
述
べ
て
呉
れ
て
い
る
。
但
し
、
中
七
が
字
余 

り
な
の
で
リ
ズ
ム
が
悪
い
。「
句
作
に
励
み
」
で
は
。 

 
 
 
 
  

 

盛
雄
さ
ん
・
・
・
心
構
え
が
素
晴
ら
し
い
。
〝
青
葉
会
〟
に
は
良
い
仲
間
が
い
ま
す
。 

サ
ン
タ
さ
ん
今
も
信
じ
る
園
児
達 

 
 
 
 
 
  

國
護 

 
 

              

と
み
子
さ
ん
・
・
・
園
児
た
ち
の
輝
く
瞳
が
、
想
像
さ
れ
ま
す
。 

木
枯
ら
し
の
抜
け
る
林
に
笛
の
鳴
る            

啓
子 

 

 
 
 
 
 
 
 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
虎
落
笛
を
伴
っ
て
木
枯
ら
し
が
林
を
吹
け
抜
け
る
寒
々
と
し
た
感
じ
が
伝
わ
っ
て
く
る
。 

 

三
味
方
（
し
ゃ
み
方
）
の
掛
声
冴
ゆ
る
河
東
節 

 

啓
子 

  

            

天
牛
さ
ん
・
・
・
あ
の
グ
ル
ー
プ
の
中
に
入
っ
た
者
で
な
け
れ
ば
分
か
ら
ぬ
で
し
ょ
う
ね
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
    

 

啓
子
さ
ん
（
自
解
）・
河
東
節
の
舞
台
前
の
リ
ハ
に
立
ち
会
わ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
唄
い
手
は
ほ
ぼ
男
性
で 

す
が
、
三
味
線
は
粋
な
女
性
ば
か
り
。
そ
の
牽
引
役
（
立
三
味
線
）
の
方
の
合
い
の 
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手
、
唄
い
始
め
の
印
と
な
る
掛
け
声
が
殊
更
に
き
り
り
と
艶
や
か
で
、
一
瞬
に
し
て 

場
の
空
気
を
変
え
る
よ
う
で
し
た
。 

紀
久
男
・
・
・
・12

月26

日
千
穐
楽
で
、
し
か
もNHK

の
収
録
日
に
も
拘
わ
ら
ず
大
向
う
な
し
。 

 

立
三
味
線
の
師
匠
（
山
彦
千
子
：
若
い
頃
か
ら
人
間
国
宝
）
の
「
ハ
オ
ー
！
」
の
掛
け
声 

に
乗
り
河
東
節
を
唄
い
始
め
ま
す
。
実
に
好
い
掛
け
声
で
や
る
気
に
さ
せ
ま
す
。 

 

粛
々
と
抜
歯
の
予
約
冬
ざ
る
る 

 
 
 
 
  

 

盛
雄 

 
 

 
 
 
 
 
 

 

昇
さ
ん
・
・
・
・
先
日
、
私
も
奥
歯
を
抜
き
ま
し
た
。
緊
張
感
や
不
安
感
が
よ
く
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
こ 

の
気
持
ち
痛
い
ほ
ど
分
か
り
ま
す
。
季
語
の
斡
旋
が
絶
妙
！ 

 

妹
が
兄
を
従
が
え
七
五
三 

 
 
 
 
 
 
 

け
い
子   

 
 
 
 
  

 

亜
也
さ
ん
・
・
・
晴
着
で
落
ち
着
か
ぬ
兄
と
は
し
ゃ
ぐ
妹
。 

 
 
 
 
 
 
 

天
牛
さ
ん
・
・
・
女
の
子
は
成
長
が
早
く
「
ま
せ
て
」
い
ま
す
か
ら
ね 

賀
状
書
く
準
備
に
先
は
筆
を
買
ふ 

 
 
 
    

 

天
牛 

 

 
 
 
 
 
 

 

亜
也
さ
ん
・
・
・
そ
う
で
も
し
な
い
と
取
り
掛
か
る
気
が
し
な
い
面
倒
さ
。 

 
 
 
  

  
 

顔
見
世
や
さ
ゝ
ま
最
中
を
家
苞
に 

 
 
 
 
 

紀
久
男 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

康
敏
さ
ん
・
・
・
神
田
神
保
町
の
「
さ
ゝ
ま
」
の
最
中
と
思
う
の
で
、
顔
見
世
は
南
座
で
は
な
く
歌
舞
伎 

座
の
十
二
月
公
演
だ
ろ
う
。
さ
ゝ
ま
の
松
葉
最
中
は
わ
ざ
わ
ざ
立
ち
寄
っ
て
買
う
値
打 

ち
が
あ
る
。
東
京
で
最
も
美
味
い
最
中
だ
。 

一
隅
に
洋
野
菜
あ
る
冬
市
場 

 
 
 
 
 
 
    

五
郎
太 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

※
五
郎
太
さ
ん
（
自
解
）・
・
秋
田
市
民
市
場
の
一
隅
で
は
、
ア
レ
ッ
タ
（
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ーx

ケ
ー
ル
）、 

ア
イ
ス
プ
ラ
ン
ト
、
サ
ボ
イ
キ
ャ
ベ
ツ
（
ち
り
め
ん
キ
ャ
ベ
ツ
）、
カ
リ
フ
ラ 

ワ
ー
、
カ
リ
フ
ロ
オ
ー
レ
（
茎
カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
）、
サ
ラ
ダ
、
セ
ロ
リ
ア
ッ
ク 

（
根
セ
ロ
リ
）、
ラ
デ
イ
ッ
シ
ュ
、
リ
ー
キ
（
ポ
ロ
ね
ぎ
）、
リ
ー
フ
レ
タ
ス 

な
ど
の
名
が
つ
い
た
洋
野
菜
が
売
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
近
く
の
農 

園
産
の
よ
う
で
す
。 

暮
れ
早
し
京
都
南
座
初
日
開
く 

 
 
 
 
 

た
だ
し
げ 

 
 
  

紀
久
男
・
・
・
・
仁
左
衛
門
、
鴈
治
郎
等
の
顔
見
世
は
京
阪
の
冬
の
風
物
詩
と
し
て
、
切
符
入
手
難
で
す
。 

大
阪
時
代
の
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 

寒
椿
ひ
と
き
は
映
え
る
燃
え
る
紅
（
あ
か
） 

 
 

國
護 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

※
孤
舟
さ
ん
・
・
・
一
句
の
中
で
口
語
と
文
語
の
混
用
は
避
け
ま
し
ょ
う
。
「
ひ
と
き
は
」
が
文
語
な
の 

で
、「
映
え
る
」「
燃
え
る
」
は
、
「
映
ゆ
る
」「
燃
ゆ
る
」
と
す
べ
き
。 

 
 
 
 
 

日
に
薄
く
不
満
げ
に
見
ゆ
古
暦 

 
 
 
 
 
  

亜
也 

 
 

 
 
 
 
 
 

 

孝
岳
さ
ん
・
・
・
残
り
僅
か
に
薄
く
な
っ
た
暦
は
、
今
年
も
と
う
と
う
特
別
な
成
果
が
無
か
っ
た
残
念
な 

自
分
の
気
持
ち
を
代
弁
し
て
い
る
よ
う
だ
。「
不
満
げ
な
」
が
効
い
て
い
る
。 

 
 
         

 

§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§ 

【
次
回
青
葉
会
予
定
】 

ご
注
意
下
さ
い
！
次
回
句
会
場
は
昨
年1

0

月
に
一
度
開
催
し
た
五
反
田
で
す
！ 

令
和
五
年
一
月
二
十
六
日(

木) 

時
間
：
十
三
時
～
十
七
時 

 

会
場
：
品
川
区
東
五
反
田
２
丁
目
１
０
の
１
「
パ
ー
ク
タ
ワ
ー
グ
ラ
ン
ス
カ
イ
」
２F

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
」 

◇
参
加
者
は
当
季
雑
詠
５
句
。
投
句
は
２
句
ま
で
。
投
句
締
切
：
令
和
五
年
一
月
二
十
四
日
（
火
）
中 

投
句
は
今
井
宛FAX

、
或
い
は
星
田
メ
ー
ル
宛
頂
戴
で
き
れ
ば
句
会
清
記
に
反
映
致
し
ま
す
。 

◇
ご
参
加
の
ご
意
向
、
投
句
は
今
井
宛FAX

か
郵
送
、
或
い
は
星
田
メ
ー
ル
宛
お
願
い
致
し
ま
す
。 
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※
ご
参
加
を
お
考
え
の
方
で
今
回
初
め
て
の
方
は
五
反
田
駅
に
て
お
待
ち
合
わ
せ
を
考
え
ま
す
。
星
田
ま
で
ご 

連
絡
下
さ
い
ま
す
よ
う
。 

【
吉
例 
初
芝
居
総
見
予
定
】 

 

 
 

令
和
五
年
正
月
五
日(

木)

新
春
浅
草
歌
舞
伎 

第
一
部
（
十
一
時
～
）
観
劇 

二
等
席
（
六
千
円
） 

 
 
 
 

出
し
物 
「
引
窓
」 

出
演
：
隼
人
・
橋
之
助
・
新
悟 

 
 
 
 
 
 
 
 

「
男
女
（
め
お
と
）
道
成
寺
」 

出
演
：
巳
之
助
・
新
悟 

 
 

《
観
劇
後
》
新
年
会
（
午
後
二
時
半
～
） 

場
所
：
ど
ぜ
う
「
飯
田
屋
」 

会
費
：
六
千
円
程
度 

 
 
 

             

     
 

     
 

     
 

          

     

青
葉
会
報 

一
、 

今
年
最
後
の
句
会
前
日
、
ま
た
ま
た
不
覚
、
深
夜
ベ
ッ
ド
に
入
ろ
う
と
し
た
矢
先
転
倒
、
出
血
が
止
ま
ら
ず
救
急
車

で
府
中
病
院
に
。
手
当
し
て
そ
の
ま
ま
午
前
四
時
に
帰
宅
し
た
も
の
の
、
外
出
で
き
る
状
況
に
な
く
後
を
啓
子
さ
ん

に
頼
ん
だ
次
第
で
し
た
。24

日
㈯
抜
糸
、28
日
㈬
完
治
し
ま
し
た
。
皆
さ
ま
に
は
ご
心
配
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
申

し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
深
く
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。 

 

二
、 

当
日
の
句
会
は
前
述
の
事
情
か
ら
世
話
人
の
紀
久
男
さ
ん
は
欠
席
で
し
た
が
、
納
会
の
意
味
も
あ
り
、
開
始
か
ら30

分
、
花
伝
亭
長
太
楼
（
丸
紅

O
B 

大
滝
長
孝
氏
）
さ
ん
を
お
招
き
し
て
落
語
を
愉
し
ま
せ
て
い
た
だ
い
て
か
ら
の
句

会
と
な
り
ま
し
た
。
久
し
振
り
の
ゆ
た
か
さ
ん
を
は
じ
め
と
し
て
名
古
屋
か
ら
け
い
子
さ
ん
も
ご
参
加
、
出
席
者11

名
、
投
句

14

名
、
選
句
の
み
に
、
花
伝
亭
さ
ん
に
も
お
名
前
を
「
花
」
と
し
て
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
い
つ

も
の
五
郎
太
さ
ん
の
披
講
で
ス
ム
ー
ズ
に
進
行
、
ご
覧
の
よ
う
に 

け
い
子
さ
ん
、
啓
子
さ
ん
、
孤
舟
さ
ん
、
堂
哉

さ
ん
等
が
高
得
点
で
し
た
。
句
会
終
了
後
、
銀
座
ア
ス
タ
ー
三
茶
店
に
移
動
し
て
の
納
会
と
な
り
ま
し
た
。
納
会
に

は
久
々
の
恵
洲
さ
ん
も
ご
出
席
、
最
後
の
締
め
に 

ゆ
た
か
さ
ん
の
詩
吟
も
花
を
添
え
、
和
気
藹
々
の
内
に
青
葉
会

一
年
の
締
め
括
り
が
で
き
ま
し
た
。 

 

三
、 

関
係
者
近
詠 

 

長
き
夜
を
二
度
目
の
語
ら
ひ
酔
ひ
醒
め
て 

眞
希
子 

 

毎
日
を
同
じ
嘆
き
の
九
月
尽
く 

 
 
 

陽
亮 

新
米
と
鹿
肉
友
は
生
産
者 

 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 

先
立
ち
し
ひ
と
を
ま
ぶ
た
に
温
め
酒 

 
 

仝 

留
守
番
は
栗
剥
き
夫
は
賃
仕
事 

 
 
 
 
 
 

仝 
 

こ
の
秘
密
父
母
に
も
秘
密
墓
洗
ふ 

 
 
 

仝 

ち
ょ
ん
ち
ょ
ん
と
糸
目
切
る
ご
と
松
手
入 
 

弘
子 

 

坂
東
太
郎
落
ち
行
く
鮎
の
浮
き
沈
み 

 
 

仝 

こ
そ
ば
ゆ
き
水
引
の
揺
れ
鼠
骨
句
碑 

 
 
 
 

仝 
 

歌
垣
の
粧
ひ
ぼ
ち
ぼ
ち
筑
波
山 

 
 
 
 

仝 

邯
鄲
や
華
甲
も
古
稀
も
一
里
塚 

 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

河
東
節
「
助
六
」
稽
古 

陵
の
径
も
賑
や
か
小
鳥
来
る 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 

声
張
り
上
げ
心
地
良
き
か
な
秋
の
汗 

紀
久
男 

秋
深
む
復
活
唱
ふ
る
異
国
の
葬 

 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

仁
左
衛
門
等
の
「
一
力
茶
屋
の
場
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

病
み
上
が
り
仁
左
の
九
月
は
絶
好
調 

 
 

仝 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

あ
か
ん
た
れ
夫
婦
で
オ
ペ
の
秋
彼
岸 

 
 

仝 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
   ―

―
―
―
―

森
の
座 

一
月
号 

（
横
澤
放
川 

選
） 

 

  

亡
命
の
少
女
逞
し
冬
薔
薇 

 
 

 
 

 

盛
雄 

 
 
 

僻
地
で
の
単
身
赴
任
蒲
団
干
す 

 
 
 

健
介 

 

二
度
寝
し
て
夢
ひ
ろ
い
ゆ
く
時
雨
月 

 
 

仝 
 

  

年
暮
る
る
実
り
少
な
き
句
作
か
な 

 
 
 

仝 

 

家
族
葬
と
ふ
遅
き
知
ら
せ
や
山
眠
る 

 
 

仝 
 
 
 

対
抗
戦
ち
び
っ
子
ラ
ガ
ー
ひ
た
む
き
に 

 

仝 

 

し
ぐ
る
る
や
知
恩
院
へ
の
女
坂 

 
 
 
 

仝 
 
 
 

芝
居
は
ね
元
炭
団
屋
の
居
酒
屋
に 

 

紀
久
男 



 

 

   

 

 

11 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

時
雨
る
や
茶
店
の
相
席
嵐
山 

 
 
 
 
 

仝 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

胃
も
た
れ
に
「
正
露
丸
」
呑
む
冬
の
朝 

 

仝 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（「
征
露
丸
」
と
称
し
た
時
も
あ
り
） 

 
 

―
―
―
―
―

き
さ
ら
ぎ
句
会 

1
1

・12

月
号―

―
―
 

四
、 

孤
舟
選
者
近
詠 

 

 
 
 

  

白
桃
の
柔
肌
に
爪
立
て
て
剝
く 

 

啄
木
鳥
は
き
の
ふ
の
夢
を
敲
き
を
り 

 
 

案
山
子
だ
と
思
へ
ど
急
に
笑
ひ
だ
す  

 

保
線
夫
の
泡
立
草
に
隠
れ
け
り 

 

渓
紅
葉
巨
岩
見
上
ぐ
る
舟
下
り 

令
和
四
年 

十
二
月 

二
十
八
日 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

紀
久
男 

記 


